
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

領域に 画像情報を 画像情報
回路と、

領域と異なる 領域に
とを具えた画像記録装置であって、

であることを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】

情報の記録されるトラックが１フレーム
前半のトラックであるか否かを示す信号を含んで

いることを特徴とする請求項１記載の画像記録装置。
【請求項３】
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記録媒体上に形成されるトラックの第一の 記録される 生成する
処理
上記トラックの上記第一の 第二の 記録されるサブコード情報を形成す
るサブコード情報形成回路
上記サブコード情報は、複数のシンクブロックからなるとともに、上記シンクブロックは
上記画像情報を検索するためのＩＤ部と上記画像情報の関連時間情報を含みパック構造を
有するデータ部とからなり、
１フレーム分の上記画像情報は、複数の上記トラックを用いて記録されるとともに上記シ
ンクブロックは各トラック内の上記第二の領域に繰り返し記録され、
所定の関連時間情報は、上記各トラック内および上記複数のトラックの所定のトラックに
わたって繰り返し記録されるもの

上記ＩＤ部は、上記サブコード 分の上記画像情報
が記録される上記複数のトラックの中で

上記トラック内の所定記録位置に記録される上記関連時間情報は、１フレーム分の上記画
像情報が記録される上記複数のトラックの中で前半のトラックには繰り返し所定の関連時



【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、記録された画像の中から所望の画像部分を探し出すための検索動作を容易にで
きるようにした画像記録装置及び方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、カメラ一体型ビデオカセットレコーダ（ＶＣＲ）等の画像記録装置においては、画
像の記録されたテープを再生する場合にテープの所望部分の頭出しを高速で行うことがで
きるようにするために、図４２に示されるようなＩＮＤＥＸＩＤが使用されている。この
図は、ユーザーが頭出しを行いたい部分としてテープ上に記録されたプログラム２を指定
した場合を表したものであり、プログラム２の先頭部分にＩＮＤＥＸ　ＩＤが５秒間記録
されている。頭出しを行う際には、このＩＮＤＥＸ　ＩＤを検索することにより所望の部
分を探し出すことができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
以上に説明した頭出し方法は、一般に記録時間の長い動画の頭出しを行う場合には極めて
有効なものであるが、最近では、動画だけでなく静止画も記録できるように構成されたカ
メラ一体形ＶＣＲが登場しており、この場合、動画記録部分と静止画記録部分の混在する
テープにおいて、サーチ或いはプリントアウトのために特定の静止画のみを頭出ししよう
とするときには、前述のＩＮＤＥＸ　ＩＤによる頭出し方法は必ずしも有効ではない。
【０００４】
即ち、上記のＩＮＤＥＸ　ＩＤのように長い期間にわたって検索用のＩＤ信号を記録して
おけば高速サーチが可能となるが、一般に１個の静止画の記録時間は極めて短いため、多
数個の静止画が続けて記録されているテープにおいて上記のようなＩＮＤＥＸ　ＩＤを記
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間情報が記録され、後半のトラックには上記所定の関連時間情報とは異なる関連時間情報
が繰り返し記録されることを特徴とする請求項１記載の画像記録装置。

上記ＩＤ部は、上記サブコード情報の記録されるトラックが１フレーム分の上記画像情報
が記録される上記複数のトラックの中で前半のトラックであるか否かを示す信号を含んで
いることを特徴とする請求項３記載の画像記録装置。

上記第一の領域には上記画像情報に関連する副次情報の記録領域が設けられるとともに上
記副次情報はパック構造を有し、上記副次情報のパック構造は上記サブコード情報を構成
するデータ部のパック構造と同一であることを特徴とする請求項１記載の画像記録装置。

上記ＩＤ部は、上記サブコード情報の記録されるトラックが１フレーム分の上記画像情報
が記録される上記複数のトラックの中で前半のトラックであるか否かを示す信号を含んで
いることを特徴とする請求項５記載の画像記録装置。

記録媒体上に形成されるトラックの第一の領域に画像情報を記録すると共に、上記トラッ
クの上記第一の領域と異なる第二の領域にサブコード情報を記録する画像記録方法であっ
て、
上記サブコード情報は、複数のシンクブロックからなるとともに、上記シンクブロックは
上記画像情報を検索するためのＩＤ部と上記画像情報の関連時間情報を含みパック構造を
有するデータ部とからなり、
１フレーム分の上記画像情報は、複数の上記トラックを用いて記録されるとともに上記シ
ンクブロックは各トラック内の上記第二の領域に繰り返し記録され、
所定の関連時間情報は、上記各トラック内および上記複数のトラックの所定のトラックに
わたって繰り返し記録されるものであることを特徴とする画像記録方法。



録することにより特定の静止画を指定しようとすると、通常、このＩＮＤＥＸ　ＩＤの範
囲内には多数の静止画が含まれることになってしまう。従って、このＩＮＤＥＸ　ＩＤの
範囲内に含まれる複数個の静止画をそれぞれ個別に指定したいと思っても、この従来のＩ
ＮＤＥＸ　ＩＤを用いた方法では指定することができないということになる。
【０００５】
また、検索のために特定の画像部分を指定する場合、これを単にテープ上に記録されたＩ
ＮＤＥＸ　ＩＤによって指定するのではなく、例えば、録画した日付を指定して検索を行
うとか、或いは録画内容を指定して検索を行うというようなバラエティーに富んだ検索方
法もできるようにすることが望ましく、このためには、記録される画像情報の外にこの画
像情報に関連する様々な付随情報（例えば、録画した日時とか画像内容を表すデータ等）
も記録しておくことが必要である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る画像記録装置は、記録媒体上に形成されるトラックの第一の領域に記録され
る画像情報を生成する画像情報処理回路と、上記トラックの上記第一の領域と異なる第二
の領域に記録されるサブコード情報を形成するサブコード情報形成回路とを具えた画像記
録装置であって、上記サブコード情報は、複数のシンクブロックからなるとともに、上記
シンクブロックは上記画像情報を検索するためのＩＤ部と上記画像情報の関連時間情報を
含みパック構造を有するデータ部とからなり、１フレーム分の上記画像情報は、複数の上
記トラックを用いて記録されるとともに上記シンクブロックは各トラック内の上記第二の
領域に繰り返し記録され、所定の関連時間情報は、上記各トラック内および上記複数のト
ラックの所定のトラックにわたって繰り返し記録されるものであることを特徴としている
。
また、本発明に係る画像記録方法は、記録媒体上に形成されるトラックの第一の領域に画
像情報を記録すると共に、上記トラックの上記第一の領域と異なる第二の領域にサブコー
ド情報を記録する画像記録方法であって、上記サブコード情報は、複数のシンクブロック
からなるとともに、上記シンクブロックは上記画像情報を検索するためのＩＤ部と上記画
像情報の関連時間情報を含みパック構造を有するデータ部とからなり、１フレーム分の上
記画像情報は、複数の上記トラックを用いて記録されるとともに上記シンクブロックは各
トラック内の上記第二の領域に繰り返し記録され、所定の関連時間情報は、上記各トラッ
ク内および上記複数のトラックの所定のトラックにわたって繰り返し記録されるものであ
ることを特徴としている。
【０００７】
ここで、上記ＩＤ部は、上記サブコード情報の記録されるトラックが１フレーム分の上記
画像情報が記録される上記複数のトラックの中で前半のトラックであるか否かを示す信号
を含んでいることが好ましい。
また、上記トラック内の所定記録位置に記録される上記関連時間情報は、１フレーム分の
上記画像情報が記録される上記複数のトラックの中で前半のトラックには繰り返し所定の
関連時間情報が記録され、後半のトラックには上記所定の関連時間情報とは異なる関連時
間情報が繰り返し記録されることが好ましく、さらに、上記ＩＤ部は、上記サブコード情
報の記録されるトラックが１フレーム分の上記画像情報が記録される上記複数のトラック
の中で前半のトラックであるか否かを示す信号を含んでいることが好ましい。
また、上記第一の領域には上記画像情報に関連する副次情報の記録領域が設けられるとと
もに上記副次情報はパック構造を有し、上記副次情報のパック構造は上記サブコード情報
を構成するデータ部のパック構造と同一であることが好ましく、さらに、上記ＩＤ部は、
上記サブコード情報の記録されるトラックが１フレーム分の上記画像情報が記録される上
記複数のトラックの中で前半のトラックであるか否かを示す信号を含んでいることが好ま
しい。
【０００８】
【作用】
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記録された副次情報に基づいて多種多様な検索動作が実行される。
副次情報が反復記録されていることにより高速検索における副次情報検出の可能性が増す
。
トラックが１フレーム内の前半のトラックであるか否かを示す副次情報内の信号を利用す
ることにより副次情報の処理が容易となる。
付随データの記録位置を隣接トラック間で異ならせることにより、付随データを検出する
際の確実性が増す。
【０００９】
【実施例】
本発明による画像記録装置を、画像圧縮記録方式ディジタルＶＴＲ（以下、「ディジタル
ＶＴＲ」という）に適用した場合の実施例について、以下の項目に従い順次説明する。
１．　ディジタルＶＴＲの記録フォーマット
２．　記録系の信号処理
１）　オーディオ信号の処理
２）　ビデオ信号の処理
３．　オーディオエリア及びビデオエリアのＩＤ部の構造
４．　ＡＡＵＸデータ及びＶＡＵＸデータの構造
５．　サブコードの構造
１）　データ部の構造
２）　ＩＤ部の構造
３）　サブコード信号生成回路、及びサブコードデータ再生回路
６．　静止画の指定及びサーチ
１）　静止画記録の種類
２）　サーチ用ＩＤ信号の種類
３）　静止画記録期間内の特定の静止画の指定
４）　動画記録部分における特定のフレーム画像の指定
５）　ＩＮＤＥＸ　ＩＤの打ち込み方法
６）　静止画のサーチ
７．　ディジタルＶＴＲの再生モード自動切換回路
【００１０】
１．　ディジタルＶＴＲの記録フォーマット
図４３に本発明が適用されるディジタルＶＴＲの１トラックのフォーマット及びその部分
的拡大図を示す。この図に示されるように、このディジタルＶＴＲではトラック入口側か
らＩＴＩエリア、オーディオエリア、ビデオエリア、サブコードエリアの順に記録が行わ
れる（なお、図に示されているＩＢＧはインナーブロックギャップである）。
【００１１】
ここで、ＩＴＩは、アフレコの際の位置決めを正確に行うためのタイミングブロックであ
り、その拡大図に示されるように信号再生時のＰＬＬのランイン等のための１４００ビッ
トのプリアンブル、前述のアフレコの際の位置決めに使用されるＳＳＡ、トラック上のデ
ータ構造を規定する３ビットのＩＤデータであるＡＰＴ等を含むＴＩＡ、及びポストアン
ブルから構成される。
【００１２】
また、オーディオエリア及びビデオエリアは、この図に示されるように、いずれもその前
後に、ランアップとプリＳＹＮＣからなるプリアンブルと、ポストＳＹＮＣとガードエリ
アからなるポストアンブルとが設けられる。そして、これらのプリＳＹＮＣは、図４４の
（１）に示されるブリＳＹＮＣブロック２個から構成され、ポストＳＹＮＣは、同図の（
２）に示されるポストＳＹＮＣブロック１個から構成される。なお、これらの６バイトの
ＳＹＮＣブロックが２４－２５変換（２４ビットのデータを２５ビットに変換して記録す
る変調方式）して記録されることにより、プリＳＹＮＣ及びポストＳＹＮＣのビット数は
図４３に示されているような値となる。
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【００１３】
これらのアンブルのエリアを除いたオーディオデータが記録される領域は、１ＳＹＮＣブ
ロックが９０バイトのデータ長を持つ１４個のＳＹＮＣブロックから構成され、また、ビ
デオデータが記録される領域は、同じく１ＳＹＮＣブロックが９０バイトのデータ長を持
つ１３５個のＳＹＮＣブロックから構成される。そして、これらの領域のデータも２４－
２５変換されて記録されることにより、これらの領域の長さはそれぞれ１０５００ビット
及び１１１７５０ビットとなる。
【００１４】
サブコードエリアは主に高速サーチ用の情報を記録するために設けられたエリアであり、
その拡大図を図１に示す。この図に示されるように、サブコードエリアは１２バイトのデ
ータ長を持つ１２個のＳＹＮＣブロックを含み、更にその前後にプリアンブル及びポスト
アンブルが設けられる。但し、オーディオエリア及びビデオエリアのようにプリＳＹＮＣ
及びポストＳＹＮＣは設けられない。
【００１５】
２．　記録系の信号処理
次に、以上に説明したトラックフォーマットのメインデータを構成しているオーディオ信
号及びビデオ信号の処理について図２を基に説明する。
１）　オーディオ信号の処理
図２は、ディジタルＶＴＲの記録側における信号処理の概要を示したものである。この図
において、入力されたオーディオ信号は、まず、ＡＤ変換回路１によりＡＤ変換された後
、音声処理回路３において時間軸圧縮等の処理を受け、その後、フレーミング回路８にお
いて１トラック分毎の音声データが付随データ形成回路１０からのＡＡＵＸデータと共に
フレーム化されてパリティ発生回路１１へ入力され、ここで誤り訂正符号を付加される。
【００１６】
このフレーミングを行ってパリティを付加したフォーマットを図３の（１）に示す。この
図に示されるように、データ部は７７バイトのデータ長を持つブロックが垂直方向に９個
配置された構造を有する。そして、このようにフレーミングされたデータに対して図に示
されるように８バイトの水平パリティとブロック５個分に相当する垂直パリティが付加さ
れる。
【００１７】
これらのパリティが付加された信号は各ブロック単位で読み出され、図２の切換回路１４
を介してＩＤ付加回路１５へ供給される。この回路で各ブロックの先頭側に３バイトのＩ
Ｄが付加され、更に、同図の記録変調回路１６において２バイトのＳＹＮＣ信号が挿入さ
れて、図３の（２）に示されるようなデータ長９０バイトの１ＳＹＮＣブロックの信号が
形成される。この信号が図２の記録アンプ１７を介してテープに記録される。
【００１８】
２）　ビデオ信号の処理
以上のオーディオ信号の処理・記録動作に続けて、パリティ発生回路１２からのビデオデ
ータが切換回路１４を介してＩＤ付加回路１５へ供給され、更に、回路１６、１７を経て
テープに記録される。次に、このビデオデータの処理について説明する。
図２において、Ｙ，Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙからなるコンポーネントビデオ信号は、ＡＤ変換回路
２においてＡＤ変換された後、ブロッキング及びシャフリングのための回路４へ供給され
る。
【００１９】
この回路において、まず、１フレーム分の有効走査領域のデータが抽出され、例えば、ビ
デオ信号がＮＴＳＣ方式の場合には、図４に示されるようにブロック化される。即ち、Ｙ
信号については、１フレーム分のデータは同図の（１）に示されるように水平方向７２０
サンプル、垂直方向４８０サンプルで構成され、これが水平方向８サンプル、垂直方向８
サンプルのブロックに分割されて合計５４００個のブロックが形成される。
【００２０】
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また、色差信号については、１フレーム分のデータは同図の（２）に示されるように水平
方向１８０サンプル、垂直方向４８０サンプルで構成され、これが同様に水平方向８サン
プル、垂直方向８サンプルのブロックに分割され、Ｒ－ＹデータとＢ－Ｙデータとで合計
２７００個のブロックが形成される。ただし、色差信号の場合、この図の右端部分のブロ
ックは水平方向４サンプルしかないので、上下に隣接する２個のブロックをまとめて１個
のブロックとする。以上のブロッキング処理によって１フレームにつきＹ信号と色差信号
とで合計８１００個のブロックが形成される。なお、この水平方向８サンプル、垂直方向
８サンプルで構成されるブロックをＤＣＴブロックと言う。
【００２１】
次に、これらのＤＣＴブロックは、所定のシャフリングパターンに従ってシャフリングさ
れた後、ＤＣＴ変換回路５へ供給され、ＤＣＴブロック単位でＤＣＴ変換される。ＤＣＴ
変換された出力は、量子化回路６において更に量子化された後、可変長符号化回路７へ供
給されてデータ圧縮が行われる。ここで、量子化回路６における量子ステップは３０ＤＣ
Ｔブロック毎に設定され、この量子化ステップの値は、３０個のＤＣＴブロックを量子化
して可変長符号化した出力データの総量が、所定値以下となるように設定される。即ち、
可変長符号化回路の出力データは、ＤＣＴブロック３０個ごとに固定長化される。このＤ
ＣＴブロック３０個分のデータをバッファリングユニットと言う。
【００２２】
なお、これらのシャフリング、ＤＣＴ変換、量子化、及び可変長符号化の詳細は、本発明
の画像検索用ＩＤ信号の記録方法、画像検索方法、及び記録画像再生装置の再生時の動作
切換と直接的には関係ないので、これ以上の詳細な説明は省略する。
以上のようにして固定長化されたデータは、フレーミング回路９において１トラック分の
データ毎に付随データ形成回路１０からの付随情報を表すＶＡＵＸデータと共にフレーミ
ングを施され、その後、パリティ発生回路１２において誤り訂正符号を付加される。
【００２３】
このフレーミングを施して誤り訂正符号を付加した状態のフォーマットを図５に示す。
この図において、ＢＵＦ０～ＢＵＦ２６はそれぞれが１個のバッファリングユニットを表
す。そして、１個のバッファリングユニットは、図６の（１）に示すように垂直方向に５
つのブロックに分割された構造を有し、各ブロックは７７バイトのデータ量を持つ（即ち
、１つのバッファリングユニットは、７７×５バイトに固定長化されている）。
【００２４】
また、各ブロックの先頭には量子化回路６における量子化の際のパラメータを表わすデー
タＱ（量子化ステップ等の情報）が格納され、再生時の復号の際に使用される。そして、
図５に示されているように、これらの垂直方向に２７個配置されたバッファリングユニッ
トの上部には上記のバッファリングユニット内のブロック２個分に相当するＶＡＵＸデー
タα及びβが配置されると共に、その下部にはブロック１個分に相当するＶＡＵＸデータ
γが配置され、これらのフレーミングされたデータに対してパリティ発生回路１２におい
て８バイトの水平パリティＣ１及びブロック１１個分に相当する垂直パリティＣ２が付加
される。
【００２５】
このようにパリティが付加された後、信号は各ブロック単位で読み出されて図２における
ＩＤ付加回路１５へ供給され、ここで各ブロックの先頭側に３バイトのＩＤ信号が付加さ
れた後、更に、記録変調回路１６において２バイトのＳＹＮＣ信号が挿入される。これに
より、ビデオデータのブロックについては図６の（２）に示されるようなデータ量９０バ
イトの１ＳＹＮＣブロックの信号が形成され、また、ＶＡＵＸデータのブロックについて
は同図の（３）に示されるような１ＳＹＮＣブロックの信号が形成される。この１ＳＹＮ
Ｃブロック毎の信号が記録アンプ１７を介して順次テープに記録される。
【００２６】
以上に説明したフレーミングフォーマットでは、１トラック分のビデオデータを表わす２
７個のバッファリングユニットはＤＣＴブロック８１０個分のデータを有し、１フレーム
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分のデータ（ＤＣＴブロック８１００個分）は１０個のトラックに分けて記録されること
になる。
【００２７】
３．　オーディオエリア及びビデオエリアのＩＤ部の構造
ここで、オーディオエリア及びビデオエリアにおける各ＳＹＮＣブロック内のＩＤ部の構
造について説明する。
ＩＤ部は、図４４、図３、及び図６に示されるようにＩＤ０，ＩＤ１，ＩＤＰの３バイト
で構成され、このうちＩＤＰはＩＤ０，ＩＤ１を保護するパリティの役割を持つ。
ＩＤ０及びＩＤ１は、図７に示されるようなデータ内容を持つ。
即ち、ＩＤ１にはオーディオエリアのプリＳＹＮＣからビデオエリアのポストＳＹＮＣま
でのトラック内ＳＹＮＣ番号が２進数で格納される。そして、ＩＤ０の下位４ビットには
１フレーム内のトラック番号が格納される。
【００２８】
また、ＩＤ０の上位４ビットには、ＡＡＵＸ、オーディオデータ、及びビデオデータの各
ＳＹＮＣブロックにおいてはこの図の（１）に示されるように４ビットのシーケンス番号
が格納され、オーディオエリアのプリＳＹＮＣブロック、ポストＳＹＮＣブロック及びパ
リティＣ２のＳＹＮＣブロックにおいてはオーディオエリアのデータ構造を規定する３ビ
ットのＩＤデータＡＰ１が格納され、更に、ビデオエリアのプリＳＹＮＣブロック、ポス
トＳＹＮＣブロック及びパリティＣ２のＳＹＮＣブロックにおいてはビデオエリアのデー
タ構造を規定する３ビットのＩＤデータＡＰ２が格納される（この図の（２）参照）。
【００２９】
なお、上記のシーケンス番号は、「００００」から「１０１１」までの１２通りの番号を
各フレーム毎に記録するものであり、このシーケンス番号を見ることにより、変速再生時
に得られたデータが同一フレーム内のものかどうかを判断できる。
【００３０】
４．　ＡＡＵＸデータ及びＶＡＵＸデータの構造
次に、オーディオエリアに記録されるＡＡＵＸデータ、及びビデオエリアに記録されるＶ
ＡＵＸデータについて説明する。
これらのデータは、ビデオデータ及びオーディオデータに付随して記録すべき種々の付随
情報を記録に適したフォーマットに変換したものであり、５バイトの固定長ブロック（こ
れを「パック」という）を単位として構成されている。
【００３１】
パックの基本構成は図８のように表される。この図において、１番目のバイト（ＰＣ０）
はデータの内容を示すアイテムデータとして定義されており、このアイテムデータに対応
して後続する４バイト（ＰＣ１～４）の書式が定められ、この書式に従って任意のデータ
が格納される。アイテムデータは、上位４ビットの大アイテムと下位４ビットの小アイテ
ムとに分けられ、大アイテムにより後続データの用途等が指定されると共に、小アイテム
により後続データの具体的内容等が指定される。これらの両アイテムの組み合わせによっ
て、最高２５６種類の多種多様なパックデータを記録することができる。
【００３２】
図９に大アイテムによるパックの類分けの例を示す。この図では、例えば、大アイテム「
００００」においてはディジタルＶＴＲのコントロールに関係するデータを記録するパッ
クが展開され、また、「０００１」、「００１０」、「００１１、及び「０１００」の大
アイテムでは、それぞれ録画内容のタイトル、チャプター、パート、及びプログラムに関
係するデータを記録するパックが展開される。「０１０１」には主に垂直ブランキング期
間内のデータを記録するためのパックが展開されており、ディジタルＶＴＲを業務用に使
用する場合に使用して好適である。更に、「０１１０」及び「０１１１」では、それぞれ
ビデオ及びオーディオに関係するデータを記録するパックが展開される。「１１１１」に
は主にソフトメーカーが使用するパックが設けられるが、例外的にアイテムが「１１１１
１１１１」のパックだけは、あらゆるパックデータ記録エリアにおいて「情報無し」を意
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味するものとして扱われる。
【００３３】
そして、以上に説明したようなパックから構成されるＡＡＵＸデータ及びＶＡＵＸデータ
の構造は、ＡＡＵＸデータについて言えば、図３の（２）に示されるオーディオの１ＳＹ
ＮＣブロック内の５バイトのＡＡＵＸ領域で１個のパックが構成されており、１トラック
分のＡＡＵＸ領域で９個のパックが記録される。
一方、１トラック分のＶＡＵＸデータについては、図５で説明したようにα、β、γのブ
ロックから構成され、これらのパック構成は、図１０に示すように各ブロックにつき１５
パックとなり、１トラックで４５個のパックが記録される。なお、各ブロックの最後の２
バイトは予備エリアとされる。
【００３４】
参考までに、１フレーム１０トラック分のＶＡＵＸデータを図１１に示す。この図におい
て１つの区画が１個のパックに対応し、また、ＰＡＣＫ　ＮＯ．０～４４は、図１０に示
されているパックの番号に対応する。ここで、数字６０～６５が付されているパックはメ
インエリアのパックであり、どのテープにおいてもサポートされるべき基本的データを書
き込むための６種類のパックを表わしている。そして、これら以外のパックのエリアをオ
プショナルエリアと言い、ユーザーが前述の多種多様なパックの中から随意所望のデータ
を書き込めるパックを選んで記録することができる。
なお、上記のメインエリアのパックの数字６０～６５は、各パックのアイテムを１６進数
で表示したものである。
【００３５】
次に、これらのメインエリアのパックの具体的構成を図１２の（１）～（５）を参照して
説明する。
この図の（１）のＶＡＵＸ　ＳＯＵＲＣＥ　パック（アイテムの１６進数表示は「６０」
）には、そのＰＣ１の全部のビットとＰＣ２の下位４ビットで録画ソースのテレビチャン
ネルが記録される。ＰＣ２の「ＣＬＦ」はカラーフレーミングを表す２ビットのコードで
あり、これにより例えば、４種類のカラーフレーミングの位相を記録することができる。
「ＥＮ」は、「ＣＬＦ」が有効であるか否かを示すフラグであり、「Ｂ／Ｗ」は白黒信号
であるか否かを示すフラグであり、「５０／６０」はフィールド周波数を区別するフラグ
である。また、「ＳＯＵＲＣＥ　ＣＯＤＥ」はソースの種類を表し、「ＳＴＹＰＥ」はテ
ープ上の１フレーム当たりの記録トラック本数等に関する記録方式の構成を表すコードで
ある。
【００３６】
同図の（２）に示されるＳＯＵＲＣＥ　ＣＯＮＴＲＯＬ　パック（アイテム「６１」）に
ついては、「ＲＥＣ　ＳＴ」は記録開始点であるかどうかを示すフラグであり、「ＲＥＣ
　ＭＯＤＥ」はオリジナルの記録内容であるかインサートされた記録内容であるか等の区
別を表すコードであり、「ＢＣＳＹＳ」はアスペクト比等に関するデータである。また、
「ＦＦ」は１つのフィールドの信号のみを繰り返してフレーム内に出力するかどうかに関
するフラグであり、「ＦＳ」は奇数フィールドであるか否かを示すフラグであり、「ＦＣ
」は記録されるビデオデータが１フレーム前のビデオデータと同じかどうかを示すフラグ
である。更に、「ＩＬ」は記録される信号がインターレースの信号であるかどうかを示す
フラグであり、「ＳＴ」は記録信号が静止画であるか否かを示すフラグであり、「ＳＣ」
は記録される画像内容がテープ走行を一時停止状態にして再生すべき静止画であるか否か
を示すフラグである。「ＧＥＮＲＥ　ＣＡＴＥＧＯＲＹ」は録画内容のジャンルを示すコ
ードである。
【００３７】
（３）のＶＡＵＸ　ＲＥＣ　ＤＡＴＥ　パック（アイテム「６２」）については、「ＤＳ
」はサマータイムであるかどうかを示すフラグであり、「ＴＭ」は３０分の時差の有無を
示すフラグであり、「ＴＩＭＥ　ＺＯＮＥ」は時差を表すコードであり、また、ＰＣ２～
ＰＣ４には日、曜日、月、年が記録される。
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（４）のＶＡＵＸ　ＲＥＣ　ＴＩＭＥ　パック（アイテム「６３」）については、ＳＭＰ
ＴＥ／ＥＢＵタイムコードに基づいて記録時間が記録される。
【００３８】
（５）のＶＡＵＸ　ＲＥＣ　ＴＩＭＥ　ＢＩＮＡＲＹ　ＧＲＯＵＰ　パック（アイテム「
６４」）には、上記の記録時間のタイムコードのデータが２進数で記録される。
この外に、アイテム「６５」のパックにはクローズドキャプション情報が記録される。こ
のパックの具体的構成の説明は省略する。
なお、以上に説明したメインエリアのパックは、図１１に示されるように１フレームにつ
き１０回同じデータが繰り返して記録され、しかも、その記録位置は、各トラック毎に上
下方向に変化させられている。これによって、テープの横傷やヘッドの片チャンネルクロ
ッグ等に対してもデータ読み取りの可能性を高くしている。
【００３９】
５．　サブコードの構造
以上に説明したオーディオデータ及びビデオデータの記録に続いて、図２の付随データ形
成回路１０で形成されたサブコードデータの記録が行われる。次に、このサブコード部に
ついて、データ部の構造、ＩＤ部の構造、サブコード信号生成回路及びサブコードデータ
再生回路の順に説明する。
１）　データ部の構造
サブコードのデータは、図１に示されるように、０～１１番目の各ＳＹＮＣブロックの中
に５バイトづつ書き込まれ、それぞれが１パックを構成している。即ち、１トラックで１
２個のパックが記録され、そのうち３～５番目と９～１１番目のパックがメインエリアを
構成し、その外のパックはオプショナルエリアを構成する。
【００４０】
メインエリアに記録されるデータの内容は、１フレーム内の前半５トラックと後半５トラ
ックとでは異なったものが定義されており、図１３に示すように、前半５トラックでは録
画内容のタイトルが記録されている位置を示すＴＴＣ（Ｔｉｔｌｅ　Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ
　パック、図１４参照）或いはそのＢＩＮ（即ち、Ｔｉｔｌｅ　Ｔｉｍｅ　Ｃｏｄｅ　Ｂ
ｉｎａｒｙ　Ｇｒｏｕｐ）のパックが記録される。一方、後半５トラックでは、ＴＴＣパ
ックの外にＲＥＣ　ＤＡＴＥパック及びＲＥＣ　ＴＩＭＥパックが記録される。
【００４１】
これらのパックは、前半及び後半の各５トラックにおいて同じデータが繰り返し記録され
、かつ、同一トラック内においても３～５番目のＳＹＮＣブロックと９～１１番目とに位
置を変えて繰り返し記録される。また、オプショナルエリアのパックも繰り返し記録され
るようになっている。
この１フレーム内における反復記録の様子を図１５に示す。この図において、Ａ及びＣは
ＴＴＣのデータを表し、ＢはＴＴＣ　ｏｒ　ＢＩＮのデータを、ＤはＲＥＣ　ＤＡＴＥの
データを、ＥはＲＥＣ　ＴＩＭＥのデータを表す。なお、Ａ及びＣが同じＴＴＣデータで
あるにもかかわらず異なる記号で表現されているのは、ソフトテープにおいてはＣのデー
タとしてチャプター開始位置データを表すＣＨＡＰＴＥＲ　ＳＴＡＲＴ　パックが記録さ
れるからである。
【００４２】
また、ａ，ｂ，ｃ，・・・・，ｋ，ｍは、オプショナルエリアのパックデータを表し、１
フレームの前半及び後半において、１トラック６個分のパックデータがそれぞれ５回づつ
繰り返し記録され、しかも、その記録位置は、ＳＹＮＣブロック番号０～２のパックデー
タとＳＹＮＣブロック番号６～８のパックデータとが１トラック毎に入れ代わるように構
成されている。
【００４３】
なお、以上はＮＴＳＣ方式のビデオ信号を記録する場合の記録パターンであるが、参考ま
でにＰＡＬ方式のビデオ信号を記録する場合の１フレーム分のサブコードデータの記録パ
ターンを図１６に示す。この図に示されるように、ＰＡＬ方式の場合は１フレームが１２
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トラックで構成され１トラックにおけるサブコードは１２個のＳＹＮＣブロックで構成さ
れる。メインエリア及びオプショナルエリアのデータが反復記録されるパターンは、ＮＴ
ＳＣ方式の場合と同様である。
【００４４】
なお、サブコードのデータに付与されるパリティは、図１に示されるようにパイト長の短
い２バイトの水平パリティのみであって垂直パリティは付与されないため、オーディオデ
ータ或いはビデオデータの場合と比べてパリティによるデータ保護作用は弱いものである
が、サブコードのデータは、以上に説明したように同じデータが繰り返して各トラックに
記録されているので、ヘッドの片チャンネルクロッグが生じてもデータの読み取られる可
能性が高く、また、再生時に多数決判別を用いることによって再生データの信頼性を向上
することもできる。更に、トラック上の異なった位置にデータが反復記録されるようにし
ているので、テープに横傷が生じてもデータの読み取られる可能性が高い。
【００４５】
２）　ＩＤ部の構造
図１７にサブコードの１トラック分のＩＤ部の構造を示す。
この図に示されるように、ＩＤ０の最上位ビットにはＦＲフラグが設けられ、これはフレ
ームの前半５トラックであるか否かを示す。前半５トラックにおいては「０」、後半５ト
ラックにおいては「１」の値をとる。その次の３ビットには、ＳＹＮＣブロック番号が「
０」及び「６」であるＳＹＮＣブロックにおいてはサブコードエリアのデータ構造を規定
するＩＤデータＡＰ３が記録され、その外のＳＹＮＣブロックにおいてはＴＡＧコードが
記録される。但し、ＳＹＮＣブロック番号「１１」のものについてのみ予備エリアとされ
ている。
【００４６】
ＴＡＧコードは、この図に拡大して示されているようにサーチ用の３種類のＩＤ信号、Ｉ
ＮＤＥＸ　ＩＤ、ＳＫＩＰ　ＩＤ、及びＰＰ　ＩＤ（Ｐｈｏｔｏ／Ｐｉｃｔｕｒｅ　ＩＤ
）から構成される。ＩＤ０の下位４ビットとＩＤ１の上位４ビットとを使用してトラック
の絶対番号（テープの先頭からの通しのトラック番号）が記録される。但し、この図に示
されるようにＳＹＮＣブロック３個分の合計２４ビットを用いて１個の絶対トラック番号
が記録される。ＩＤ１の下位４ビットにはサブコードエリアのＳＹＮＣブロック番号が記
録される。
ＩＤＰは、ＩＤ０及びＩＤ１の保護パリティである。
【００４７】
サブコード部が以上のような構造を持つことによりもたらされる種々の利点を以下に列挙
して説明する。
▲１▼　サーチへの対応性
ＳＹＮＣブロック長を短くすることにより１トラックのサブコード内に多数回情報が記録
されると共に、これが１フレームの前半及び後半の各々５トラックにおいて繰り返し記録
され、更に、データ部を保護するパリティが積符号構成をとらない水平パリティのみで構
成されていることによりデータの迅速な読み取り判別を可能としており、これによって、
２００倍程度までの高速サーチが可能となっている。
【００４８】
特に、ＩＤ部のＴＡＧデータに含まれるＰＰ　ＩＤ及びＩＮＤＥＸ　ＩＤ等によるサーチ
或いは絶対トラック番号によるサーチを行う場合には、ＳＹＮＣブロック内の先頭の５バ
イト（ＳＹＮＣ及びＩＤ部）の情報のみからでもサーチが可能である。
また、フレームの後半５トラックにはＲＥＣ　ＤＡＴＥ及びＲＥＣ　ＴＩＭＥのデータが
記録されているので、このデータを利用することにより記録年月日或いは記録時分秒によ
るサーチも可能である。
【００４９】
更に、多種類のパックの中から随意必要なパックを選択してオプショナルエリアに書き込
んでおき、このパックに記録されたデータを基づいて種々のサーチを行うことも可能であ
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る。
▲２▼　データ部の書き換えへの対応性
書き換えられる可能性の高いＲＥＣ　ＤＡＴＥ及びＲＥＣ　ＴＩＭＥがフレームの後半に
のみ記録されているので、これらのデータを書き換える操作は図１８に示されるフローに
従って行えばよく、操作が簡単である。
【００５０】
このフローについて説明すると、まず、ＳＴ４１において書き換えるべきフレーム部分の
前半５トラックのＩＤ部を読み取ってＡＰ３、ＴＡＧ、及び絶対トラック番号をメモリに
保存する。次に、テープを駆動して後半５トラックのサブコードの情報の書き換え（記録
）を実行する（ＳＴ４２）。ここで記録される情報は、ＦＲフラグについては「１」であ
り、ＡＰ３及びＴＡＧについては上記のメモリに記憶したデータをそのまま用いる。絶対
トラック番号は、メモリに記憶された最後のトラック番号を１トラック毎に値を更新して
用いる。これらの情報と新たに記録されるＳＹＮＣブロック番号から新たに記録すべきＩ
ＤＰを算出する。データ部には所望の記録すべきＲＥＣ　ＤＡＴＥ及びＲＥＣ　ＴＩＭＥ
を記録する。
【００５１】
このように書き換えるべきデータが後半にのみ記録されているので、データを書き換える
に際しＩＤ部の情報の保存が容易である。これに対し、フレームの前半及び後半に同じデ
ータが記録されるフォーマットの場合は、サブコードのデータを書き換えようとすると１
フレームの全てのトラックのサブコードデータを書き換えることが必要となり、ＩＤ部の
情報の保存が困難になる。
【００５２】
▲３▼　ＦＲフラグを利用した処理の可能性
通常の再生動作においては、エラー発生により解読不能なパックデータは廃棄されるが、
サブコードエリアのパックデータは、フレームの前半の５トラック、及び後半の５トラッ
クにおいて同じパックデータが５回づつ反復記録されているため、例えば、メインエリア
内にエラーにより廃棄すべきパックが発生しても、同じ５トラック内における別のトラッ
クにおいて同じ位置のパックが正確に再生されていれば、このパックによりエラー部分の
パックを復元することができる。このときの同じ５トラック内のパックであるかどうかの
判断をＦＲフラグにより直ちに行うことができる。
【００５３】
また、サブコードエリアにＩＮＤＥＸ　ＩＤ等のサーチ用のＩＤ信号を後打ち込みする場
合には、所望のフレームの第１トラックから打ち込む動作が行われるが、このときにＦＲ
フラグが「１」から「０」に変化する点を調べることにより容易に第１トラックであるこ
とを判断できる。このようにＦＲフラグからフレーム開始点を判断する場合の別の利用例
としては変速再生が挙げられる。次に、この場合の動作及び具体的構成例について説明す
る。
【００５４】
図１９に変速再生の場合の動作状態の１例を示す。この図は、通常の再生動作よりもわず
かに速いテープ走行速度で再生している場合のヘッドの走査軌跡を表し、ここに示される
ように、上記のような再生状態でヘッドがフレームの境界付近を走査するときには、読み
取られたサブコードデータのフレームに対して読み取られたビデオデータ或いはオーディ
オデータのフレームが１フレーム遅れたものとなることがある。従って、例えば、サブコ
ードのデータ内容に基づいてサーチを行っているようなときには、読み取られたサブコー
ドデータに基づいてサーチ画像を決定しても１フレームずれた画像が表示される事態の起
こる可能性がある。
【００５５】
そこで、このような場合にも常にフレームの一致したサブコードデータとビデオデータと
が処理されるようにするために、図２０に示すような回路を用いることができる。
この回路について説明すると、ヘッドにより読み取られてチャンネルデコードされた再生
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データを同期信号検出回路２８へ供給し、この検出出力に応じて切換スイッチＳＷ１を制
御することによりオーディオ或いはビデオデータとサブコードデータとの分離を行う。こ
の同期信号検出回路では、同期信号のカウント出力に基づくサブコードエリアの識別の外
、オーディオ或いはビデオエリアにおける同期信号の符号構成とサブコードエリアの同期
信号の符号構成とが異なる点を利用して同期信号のパターン検出に基づくサブコードエリ
アの識別を行っており、これらの識別出力に基づいてＳＷ１の切り換えを行う。
【００５６】
分離されたオーディオ／ビデオデータは、記憶装置３１及び検出回路２９へ供給される。
検出回路２９においてそのＩＤ部の情報からフレーム内トラック番号及びＳＹＮＣブロッ
ク番号が検出され、これに基づいて記憶装置３１の書き込みアドレスが決定される。記憶
装置３１は２つのフレームメモリーＮｏ１とＮｏ２から構成され、これらのフレームメモ
リーが入力データのフレームに応じて交互に使用される。
【００５７】
一方、分離されたサブコードデータは、記憶装置３４及び検出回路３０へ供給される。記
憶装置３４は、それぞれ１フレーム分のサブコードデータの記憶容量を持つ２つのサブコ
ードメモリーＮｏ１とＮｏ２とから構成される。検出回路３０において検出されたＦＲフ
ラグとＳＹＮＣブロック番号に基づいて各サブコードメモリーの書き込みアドレスが決定
されるが、ここで、ＦＲフラグの値が「１」から「０」へ変化することによりフレーム開
始点を識別して、このときに記憶するサブコードメモリーを切り換えるようにスイッチＳ
Ｗ３を制御する。
【００５８】
以上のように構成することによりサブコードデータに関しても１つのサブコードメモリー
に２つのフレームのデータが混在することはなくなる。そして、読出しアドレス発生回路
３５からの基準のアドレス信号によって記憶装置３１及び３４のそれぞれ対応するメモリ
ーからオーディオ／ビデオデータとサブコードデータを読み出してバッファ回路３６へ供
給し、常にフレームの一致したオーディオ／ビデオデータとサブコードデータが取り出さ
れる。
【００５９】
以上に説明した例では、サブコード内の信号を処理する場合にサブコード内の信号である
ＦＲフラグのみの判断で処理を進めることができるから、サブコードの信号を処理する専
用のＩＣ等を構成したときにその回路設計が容易になる利点がある。
更に、この他のＦＲフラグの利用例としては、記録信号がＮＴＳＣであるかＰＡＬである
かの判断に用いることもできる。
【００６０】
即ち、ディジタルＶＴＲにおける記録信号は、アジマスの異なる２つのヘッドＡ及びＢを
１トラック毎に交互に用いて各フレームの第１トラックから順次記録されるが、この場合
、ＮＴＳＣでは１フレーム１０トラックであるから後半１／２フレームの最初のトラック
の記録信号はヘッドＢによって記録されるのに対し、ＰＡＬでは１フレーム１２トラック
であるからヘッドＡによって記録される。従って、後半１／２フレームの最初のトラック
をＦＲフラグによって検知し、このときのヘッドがＡであるかＢであるかを判断すること
により記録信号がＮＴＳＣであるかＰＡＬであるかを判別することができる。
【００６１】
３）　サブコード信号生成回路、及びサブコードデータ再生回路
最後に、以上に説明したサブコードフォーマットの信号を生成するための記録系のサブコ
ード信号生成回路の具体的構成例、及び再生系のサブコードデータ再生回路の具体的構成
例について説明する。
ｉ）　サブコード信号生成回路
図２１によりサブコード信号生成回路の構成例を説明する。
この図において、５１はメインエリアパックデータ記憶装置、５２はオプショナルエリア
パックデータ記憶装置であり、その内部のメモリには図に示されるように、図１５に示さ
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れているパックデータに対応したパックデータＡ～Ｅ、及びａ～ｍが記憶される。
【００６２】
これらのメモリのパックデータは、ＳＷ１或いはＳＷ２を介してＳＷ３へ供給される。こ
こで、ＳＷ１及びＳＷ２の可動端子は、シンクブロックＮｏ．カウンタ５５及びフレーム
内トラックＮｏ．カウンタ５７に基づいて切換制御装置５６により図２２に示されるよう
なタイミングで入力端子１～３と接続するように切換制御され、これにより、ＳＷ１の出
力側にはフレームの前半５トラックに対応するパックデータが、また、ＳＷ２の出力側に
はフレームの後半５トラックに対応するパックデータが出力される。
【００６３】
これらのデータは、切換制御装置５８により制御されるＳＷ３へ供給されてフレームの前
半と後半とで交互に切り換えて出力され（図２３にＳＷ３の可動端子が接続される入力端
子１，２とトラック番号との関係を示す）、次のパリティ発生回路１３（図２のパリティ
発生回路１３に相当する）において水平パリティＣ１を付与される。
【００６４】
一方、ＩＤ生成回路６１内のＩＤ１生成回路６２へはカウンタ５５の出力と絶対ＴＲＡＣ
Ｋ　ＮＯ．カウンタ６０の出力が供給されてＩＤ１が生成される。また、ＩＤ０生成回路
６３へはカウンタ５５、カウンタ５７（この出力に基づいてＦＲフラグを生成する）、カ
ウンタ６０の各出力、及びＡＰ３データ、ＴＡＧデータが供給されてＩＤ０が生成される
。これらのＩＤＯ及びＩＤ１は、パリティ発生回路６４へ供給されてＩＤＰを付与されＩ
Ｄ信号が形成される。
【００６５】
そして、切換回路１４（図２の切換回路１４に相当する）を介してパリティ発生回路１３
から供給されるデータと上記のＩＤ信号とが合成回路６５で合成され、この後、記録変調
及びＳＹＮＣ挿入を行われてサブコードの１ＳＹＮＣブロックの信号が形成される。なお
、この回路図におけるＩＤ生成回路６１と合成回路６５は、図２の回路図においてはＩＤ
付加回路１５の中に構成されるものである。
【００６６】
ｉｉ）　サブコードデータ再生回路
図２４によりサブコードデータ再生回路の構成例を説明する。
この回路において、再生されたサブコード信号をまず同期信号検出回路３８へ供給し、こ
の同期信号検出出力に基づき検出回路４０においてサブコード信号のＩＤ１からＳＹＮＣ
ブロックＮｏ．を検出する。更に、サブコード信号をＦＲフラグ検出回路３９へ入力し、
この回路で各フレームの開始点を検出する。フレーム内トラックＮｏ．カウンタ４１は、
検出回路４０の出力に基づいて、例えば、ＳＹＮＣブロックＮｏ．「０」が検出される度
にカウントを行い、このカウント動作が検出回路３９の出力によってフレームの開始点で
リセットされることによりトラックＮｏ．が出力される。
【００６７】
また、サブコードデータは検出回路３９からスイッチＳＷ１，ＳＷ２を介してそれぞれが
パックデータ５個分の記憶容量を持つ６個のメインパック用メモリーの入力端子Ｐ１～Ｐ
６へ供給されると共に、ＳＷ１，ＳＷ３を介してそれぞれがパックデータ５個分の記憶容
量を持つ６個のオプショナルパック用メモリーの入力端子Ｐ１～Ｐ６へ供給される。
【００６８】
ここで、ＳＹＮＣブロックＮｏ．検出回路４０の出力に基づいてスイッチ制御回路４２に
よりＳＷ１を図２５の（１）に示されるように切り換え、これによってメインエリアのパ
ックとオプショナルエリアのパックとを振り分ける。また、ＳＷ２を同じく検出回路４０
に基づいて作動するスイッチ制御回路４３によって同図の（２）に示されるように切換え
ることにより、各メモリーには同じパックのデータのみが記憶される。オプショナルエリ
アのパックについては、トラックＮｏ．カウンタ４１及び検出回路４０の出力に基づいて
作動するスイッチ制御回路４４によって、ＳＷ３を同図の（３）に示されるようにＳＹＮ
ＣブロックＮｏ．及びトラック番号の奇偶に応じて切換えることにより各メモリーに同じ
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種類のパックのみを５個づつ記憶させる。
【００６９】
これらの記憶されたパックデータは、多数決判別によりデータ検出を行う一致検出・エラ
ー訂正回路４５～４７及び▲１▼～▲６▼へ供給され、これらの回路においてメインエリ
アのパックについては１０個づつの多数決判別が、また、オプショナルエリアのパックに
ついては５個づつの多数決判別が実行され、パックデータＡ～Ｃ及びａ～ｆが再生データ
として取り出される。但し、パックＡ及びＣに同じＴＴＣパックが記録されているテープ
においては、これらのパックを合わせた２０個のパックについての多数決判別を行うこと
ができる。
次に、このような多数決判別によるパックデータ決定方法の具体例を、図２６を参照して
説明する。
【００７０】
この図は、メインエリアの再生された１０個のパックについて多数決判別を行うフローを
示したものであり、まず、同じ種類の１０個のパックデータを比較する（ＳＴ９４）。そ
して、その結果、６個以上のパックにおいてその５バイトのデータが全て一致していたと
きには、この一致したパックデータは正しいものとして採用する（ＳＴ９５及びＳＴ１０
１）。一方、一致したパック個数が５個以下のときはバイト単位で１０個のパックについ
てデータ比較を行い、パックを構成する５つのバイトデータのうちいずれのバイトデータ
についても６個以上の一致したバイトデータが存在するときは、これらの一致したバイト
データから構成されるパックデータを正しいものとして採用する（ＳＴ９６～９９）。
【００７１】
パックを構成する５つのバイトデータのうち１つでも６個以上の一致が見られないバイト
データがあったときは、このパックのデータはエラー訂正不可能として廃棄される（ＳＴ
９９及びＳＴ１００等）。
オプショナルエリアのパックデータの多数決判別もこれと同様に、一致個数の条件を例え
ば３個として構成することができる。なお、バイト単位の多数決判別において正しいデー
タバイトとして採用しうるだけのバイト一致個数が得られなかった場合、更に、ビット単
位で多数決判別を行ってパックデータを確定するようにフローを構成してもよい。
【００７２】
６．　静止画の指定及びサーチ
本実施例では、以上に説明したフォーマットを具えたディジタルＶＴＲにおいて、複数種
類のサーチ用ＩＤ信号を用いることによりテープ上の静止画の指定及びサーチを可能とし
ている。以下に、この指定及びサーチの方法について説明する。
まず、静止画記録の種類と上記ＩＤ信号の種類とについて説明する。
１）　静止画記録の種類
本実施例のディジタルＶＴＲでは、通常の動画の記録の外に以下に説明するような４種類
の静止画記録ができるように構成しておく。
【００７３】
▲１▼　スナップ記録
この記録は、１つのフレーム画像が数秒間にわたってテープ上に繰り返して記録されるも
のであり、通常の動画記録の場合と同じ動作状態で画像信号の記録が行われる。音声も通
常の動画記録のときと同様に記録される。再生時は、通常の動画の場合と同じ再生動作に
よって静止画が再生される。
【００７４】
▲２▼　ストロボ記録
この記録は、通常の動画記録動作状態において、数フレーム毎に１つのフレーム画像信号
を抽出し、この抽出されたフレーム画像信号を次のフレーム画像信号が抽出されるまでの
間繰り返してテープ上に記録するものであり、通常の動画記録の場合と同じ動作状態で記
録が行われる。再生時も通常の動画の場合と同じ再生動作でストロボ的な静止画を見るこ
とができる。音声も通常の動画の場合と同様に記録再生される。
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【００７５】
▲３▼　単写記録
この記録は、１つのフレーム画像を繰り返して所定回数記録するものであり、所謂スチル
カメラ的な用途としてディジタルＶＴＲを使用する。再生のときは、一旦画像メモリに記
憶した再生信号を繰り返し読み出すことによりディスプレー装置に静止画を表示する。こ
の表示動作を行っている間はテープ走行は停止させられる。
▲４▼　単写連続記録
この記録は、複数の単写記録を連続して行うことであり、異なる静止画が連続して記録さ
れることになる。
【００７６】
２）　サーチ用ＩＤ信号の種類
本実施例は、以上のような各種の静止画が記録された部分と通常の動画が記録された部分
とが混在するテープにおいて、前述したＰＰ　ＩＤ、ＦＣ、ＳＴ、ＳＣ、及びＩＮＤＥＸ
　ＩＤを使用することによりサーチ或るいはプリントアウトのために任意の静止画を指定
できるようにしており、以下にこれらの信号について詳しく説明する。
【００７７】
▲１▼　ＰＰ　ＩＤ（Ｐｈｏｔｏ／Ｐｉｃｔｕｒｅ　ＩＤ）
この信号は、ディジタルＶＴＲにおいて画像をテープに記録する際に、記録される画像が
静止画である場合に自動的にサブコードのＴＡＧに記録されるＩＤ信号であり、テープ上
の静止画記録範囲を表す。なお、この信号は最低５秒間は記録されるように構成し、例え
ば、図２７の（１）に示すように記録されるビデオ信号のスナップ記録期間が５秒に満た
ないときは、これに続く動画期間もＰＰ
ＩＤの記録を継続するようにする。
【００７８】
そして、静止画記録期間が５秒を越えるときは静止画記録が終了するまで記録を継続する
（同図の（２）及び（３）参照。なお、これらの図における「単」は、単写記録部分であ
ることを表す。また、ＰＰ　ＩＤの５秒の間に動画期間が挿まれていてもＰＰ　ＩＤの記
録に影響は与えないものとする。）。
本実施例では、高速サーチによって静止画記録部分を探し出すことができるようにこのよ
うな長い期間にわたってＰＰ　ＩＤを記録する。
このＰＰ　ＩＤを発生するための回路構成を図２８の（１）に示す。
【００７９】
この回路の動作を説明すると、まず、フリップフロップＦＦ（２４）及び５秒タイマーＴ
Ｍ（２３）は、いずれもディジタルＶＴＲの電源オンによりリセット状態となるように構
成しておく（このときＰＰ　ＩＤはＨＩＧＨである）。そして、記録モード設定装置２０
を操作することによりスナップ記録モード信号、ストロボ記録モード信号、及び単写記録
モード信号のいずれかをオン（ＨＩＧＨ）にしてから記録動作を開始する（このとき記録
動作信号がＨＩＧＨとなる）と、ＡＮＤ回路２２の出力はＨＩＧＨとなり、これに基づい
てＦＦ２４がセットされ、そのＰＰ　ＩＤ出力端子がＬＯＷになる（静止画記録状態であ
ることを示すＰＰ　ＩＤが出力される）と共に、５秒タイマー２３が計時をスタートする
。
【００８０】
ここで、タイマー２３は５秒計時した時点で出力がＨＩＧＨとなる動作特性を持ち、これ
により、ＡＮＤ回路２５の出力は、タイマー２３が５秒以上計時した時点で、かつ、ＡＮ
Ｄ回路２２の出力がＬＯＷ（即ち、静止画記録動作状態ではない）のときに限り立ち上が
り、この立ち上がり動作に基づいてＦＦ２４がリセットされてＰＰ　ＩＤ出力端子はＨＩ
ＧＨとなる。また、このＦＦ２４のリセット動作に基づいてタイマー２３もリセットされ
、次の静止画記録動作に備えられる。
なお、このＰＰ　ＩＤは、動画の中の特定の１つのフレーム画像（静止画に対応する）を
指定するときには、後打ち込みでテープ上に記録される。
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【００８１】
▲２▼　ＦＣ（Ｆｒａｍｅ　Ｃｈａｎｇｅ）
ＦＣは、前述したＶＡＵＸ　ＳＯＵＲＣＥ　ＣＯＮＴＲＯＬパックに記録されるＩＤ信号
であり、現在のフレームと直前のフレームの映像が同じであるかどうかを示す。同じであ
る場合は「０」、異なる場合は「１」である。従って、一般に静止画記録部分では「０」
、動画記録部分では「１」の値をとるが、静止画記録部分であっても１つの静止画記録期
間における最初の１フレーム期間だけは「１」となる特性を持つ（図２９及び図３０にお
けるＦＣの波形を参照。これらの波形における期間ａの長さは１フレームである。）。
ＦＣ発生回路は、フレーム間差分検出装置を用いて構成することができる（図２８の（２
）参照）。
【００８２】
▲３▼　ＳＴ（Ｓｔｉｌｌ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）
ＳＴもＦＣと同じパックに記録されるＩＤ信号であり、記録された画像が、静止画（スナ
ップ記録、ストロボ記録、単写記録、単写連続記録）であるか動画であるかを示す。静止
画記録部分には「０」、動画記録部分には「１」が記録される。なお、図２８の（１）に
示されるＰＰ　ＩＤ発生回路において、ＡＮＤ回路２２の出力を極性反転した信号がＳＴ
に相当する。
【００８３】
▲４▼　ＳＣ（Ｓｔｉｌｌ　Ｃａｍｅｒａ）
ＳＣも上記のパックに記録されるＩＤ信号であり、再生装置を一時停止状態にして静止画
再生が行われるテープの記録部分では「０」の値を、通常の再生動作で再生が行われる記
録部分では「１」の値をとる。具体的には単写記録及び単写連続記録のときのみ「０」が
記録される。ＳＣ発生回路は、図２８の（３）のように構成することができる。
以上に説明したＦＣ、ＳＴ、及びＳＣは、ＰＰ　ＩＤと同様にディジタルＶＴＲの記録動
作時にその記録画像の内容及び記録モードに応じて自動的にテープ上に記録される。
【００８４】
▲５▼　ＩＮＤＥＸ　ＩＤ
このＩＤ信号は、サブコード部分のＴＡＧに記録される信号であり、動画における頭出し
部分の指定或いは静止画指定の場合に後打ち込みされる。
次に、以上の各ＩＤ信号を用いて行われる静止画の指定、及びサーチについて説明する。
【００８５】
３）　静止画記録期間内の特定の静止画の指定
この場合の例を図２９及び図３０に示す。
図２９は、静止画記録期間内のスナップ記録と単写記録画像の２枚目及び３枚目を指定し
た例であり、これらの記録画像の期間ＩＮＤＥＸ　ＩＤを後打ち込みすることにより静止
画が指定される。なお、このように本実施例で使用されるＩＮＤＥＸ　ＩＤは、これによ
って静止画指定もできるように短期間のみの打ち込みも可能な信号であり、打ち込み期間
が可変な特性を持っている。
【００８６】
そして、この場合のＩＮＤＥＸ　ＩＤの打ち込み期間は、従来の動画の頭出し指定に使用
されるＩＮＤＥＸ　ＩＤと比べて短くなるので、通常、動画部分の頭出しのためのＩＮＤ
ＥＸ　ＩＤサーチにおいて検出されることはない。
また、図３０は、静止画記録期間内に４枚のストロボ記録画像と４枚の単写記録画像が含
まれており、そのうち３枚目のストロボ画像と２枚目及び４枚目の単写画像を指定した例
である。この指定した画像期間にＩＮＤＥＸ　ＩＤが後打ち込みされている。
【００８７】
４）　動画記録部分における特定のフレーム画像の指定
この場合の例を図３１に示す。
この場合、動画の部分にはもともとＰＰ　ＩＤが記録されていないので、この図に示され
るように、指定したいフレーム画像の部分にＰＰ　ＩＤを５秒間後打ち込みすると共に、
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更に、ＩＮＤＥＸ　ＩＤを所望のフレーム画像の部分のみに後打ち込みして所望のフレー
ム画像を指定する（この図のＡ参照）。　このようにＰＰ　ＩＤが後打ち込みされた範囲
の中に更に指定したい別のフレーム画像がある場合には、その部分にＩＮＤＥＸ　ＩＤの
みを記録する（この図のＢ参照）。
【００８８】
なお、動画記録期間内の指定したいと思うフレーム画像部分に、既に従来の動画サーチ用
のＩＮＤＥＸ　ＩＤが５秒間記録されていた場合には、原則として本実施例による静止画
指定方法が採用できないことになるが、この場合、記録されている動画サーチ用ＩＮＤＥ
Ｘ　ＩＤを消去しても構わないのであれば、このＩＮＤＥＸ　ＩＤを消去したうえで、所
望のフレーム画像部分に図３１のようにＰＰ　ＩＤとＩＮＤＥＸ　ＩＤを新たに記録する
ことによって、フレーム画像を指定することができる。
【００８９】
以上に説明した静止画指定動作のフローは、図３２のように表される。この図について説
明すると、まず、ＳＴ２１においてユーザーは再生画面を見ながらサーチ或いはプリント
アウトしたい所望の静止画部分を決定し、マイコンに静止画指定の指示を出す。次に、マ
イコンは、この指示を受けてこの静止画部分にＰＰＩＤが記録されているかどうかを調べ
る（ＳＴ２２）。そして、ＰＰ　ＩＤが記録されている場合には指示された静止画部分に
ＩＮＤＥＸ　ＩＤを後打ち込みする（ＳＴ２３）。ＰＰ　ＩＤが記録されていない（即ち
、動画記録部分である）場合は、この指示された静止画部分にＩＮＤＥＸ　ＩＤが記録さ
れているかどうかを調べ（ＳＴ２４）、記録されていなければＰＰ　ＩＤ及びＩＮＤＥＸ
　ＩＤの後打ち込みを行って静止画検索を可能とする（ＳＴ２５）。
【００９０】
ＳＴ２４においてＩＮＤＥＸ　ＩＤが記録されていれば、この画像部分には動画サーチ用
のＩＮＤＥＸ　ＩＤが記録されていることになるので、この動画サーチ用ＩＮＤＥＸ　Ｉ
Ｄを消去して静止画指定のための後打ち込みを実行するかどうかをユーザーに質問し（Ｓ
Ｔ２６）、ＹＥＳであれば、ＩＮＤＥＸ　ＩＤを消去した後ＰＰ　ＩＤ及びＩＮＤＥＸ　
ＩＤの後打ち込みを行って静止画検索を可能とする（ＳＴ２７及び２５）。質問の回答が
ＮＯであればそのまま終了する。
【００９１】
５）　ＩＮＤＥＸ　ＩＤの打ち込み方法
以上に説明した図３２の静止画指定のフローにおいては、ＳＴ２３或いはＳＴ２５におい
てＩＮＤＥＸ　ＩＤが図２９～図３１に示されるような所望の静止画部分に正確に後打ち
込みされるが、このような正確な後打ち込みを実現するためには、例えば、図３３に示さ
れるようなフローに従って打ち込みを行えばよい。以下に、このフローについて説明する
。
【００９２】
まず、ＳＴ３２において、ユーザーが静止画指定を要求した画像部分においてＦＣが０で
あるかどうかの判断を行う。ＹＥＳであれば、この画像部分は静止画記録部分であること
が分かる。一方、図２９及び図３０におけるスナップ記録、単写記録、ストロボ記録の最
初の１フレーム期間のＦＣをみれば分かるように、個々の静止画記録部分においては最初
の１フレームだけが常にＦＣ＝１であるから、次のＳＴ３３及びＳＴ３４を繰り返すこと
によって最初にＦＣの値が１となるフレーム、即ち、この静止画記録の最初のフレームま
で巻き戻す。
【００９３】
次に、この最初のフレームの更に最初のトラックまで巻き戻してから（ＳＴ３５）、１０
トラック単位でＩＮＤＥＸ　ＩＤの打ち込みを実行し、ＦＣが１となるフレームの直前の
フレームまでＩＮＤＥＸ　ＩＤを打ち込む（ＳＴ３６及び３７）。以上の動作で所望の静
止画に対するＩＮＤＥＸ　ＩＤの打ち込みが完了する。
【００９４】
また、ＳＴ３２の判断において判断結果がＮＯとなるのは、ユーザーが静止画として動画
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部分の特定のフレーム画像を指定した場合（前者）か、もしくはユーザーの指定した静止
画部分がスナップ記録部分、単写記録部分、或いはストロボ記録部分における最初の１フ
レームであった場合（後者）であり、このときはＳＴ３５へジャンプしてこのフレームの
最初のトラックまで巻き戻した後、１フレーム期間ＩＮＤＥＸ　ＩＤを打ち込む。そして
、前者の場合は次のＳＴ３７においてＦＣの値が１となるので、これで打ち込み動作は終
了する。一方、後者の場合は、最初のＳＴ３７での判断結果がＹＥＳとなり、静止画記録
期間の最後のフレームまでＩＮＤＥＸ　ＩＤの打ち込みを繰り返した後フローを終了する
。
【００９５】
なお、ユーザーの指示した静止画が動画記録部分であるかどうかはＳＴ信号を見ることに
よって直ちに判断でき、また、単写記録部分であるかどうかはＳＣ信号を見ることによっ
て直ちに判断できるので、これらの判断を利用して図３４に示されるような方法でＩＮＤ
ＥＸ　ＩＤを打ち込むことも可能である。
【００９６】
この方法について説明すると、まずＳＴ信号を見て動画記録部分であった場合には、この
指示されたフレームの第１トラックまで巻き戻してから１フレーム分ＩＮＤＥＸ　ＩＤを
打ち込む（ＳＴ４９、ＳＴ５０）。ＳＴ４３の判断結果が静止画記録部分であった場合に
は、単写記録部分であるかどうかを調べ（ＳＴ４４）、単写記録部分であった場合にはＦ
Ｃの値が「１」に変化する単写記録画像の終端位置までテープを前進させ（ＳＴ４５，Ｓ
Ｔ４６）、次に、単写記録画像１個分のフレーム数だけ巻き戻して単写記録の開始点まで
戻った後、単写記録のフレーム数だけＩＮＤＥＸ　ＩＤを打ち込む（ＳＴ４７，ＳＴ４８
）。ＳＴ４４の判断結果がＮＯのとき（即ち、スナップ記録或いはストロボ記録の場合）
は図５のフローを実行してＩＮＤＥＸ　ＩＤを打ち込む（ＳＴ５１）。
【００９７】
６）　静止画のサーチ
次に、以上のようにしてＰＰ　ＩＤ及びＩＮＤＥＸ　ＩＤが記録されたテープを記録画像
再生装置に装填し、これらのＩＤ信号に基づいて実際にサーチを行う場合の動作を図３５
のフローに従って説明する（なお、本実施例における静止画サーチ方法をＰＰ　ＭＡＲＫ
サーチと言う）。
【００９８】
この図において、まず、ユーザーからサーチ要求が出されたかどうかをチェックし（ＳＴ
１）、サーチ要求が出されたときは、これがＰＰ　ＭＡＲＫサーチの要求であるかどうか
を調べる。ＹＥＳのときは、まず、テープを高速走行させてサブコード部にＰＰ　ＩＤが
記録されている静止画部分を高速で探し出す（ＳＴ３及び４）。静止画部分を見つけ出し
たら、テープ速度を落としてＰＰ　ＩＤの記録開始点までテープを巻き戻し（ＳＴ５）、
次に、ＩＮＤＥＸ　ＩＤを検出するまでテープを低速で前進させて所望の静止画を探し出
す（ＳＴ６～ＳＴ８からなるループを繰り返す）。所望の静止画記録位置に到達したら静
止画の再生を実行し、これをＦＣ信号の値が「１」に変化する静止画記録部分の終端まで
行う（ＳＴ９，ＳＴ１０）。
【００９９】
静止画記録部分の終端に到達したらテープ走行を停止してこの間に画像メモリに記憶され
た静止画再生出力を反復読出してディスプレー装置上に静止画を表示する（ＳＴ１１）。
ＳＴ６～ＳＴ８のループを繰り返してもＩＮＤＥＸ　ＩＤが見つからなかったときには、
次の静止画記録部分を探し出すためにＳＴ３の高速サーチに戻る。
【０１００】
なお、ＳＴ２の判断結果がＮＯであった場合は、従来の動画のＩＮＤＥＸサーチ要求であ
るかどうかを調べ（ＳＴ１２）、これがＹＥＳのときには高速でサブコード部をサーチし
てＩＮＤＥＸ　ＩＤが打ち込まれている部分を探し出す（ＳＴ１３及びＳＴ１４）。この
部分を探し出したら、更にこの部分にＰＰ　ＩＤが打ち込まれているかどうかを調べ（Ｓ
Ｔ１５）、打ち込まれていなければこの部分が目的とする動画のサーチ部分であると判断
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して、ＩＮＤＥＸ　ＩＤの記録開始点まで巻き戻してから画像再生動作を開始する（ＳＴ
１６）。
【０１０１】
ＳＴ１５において、ＰＰ　ＩＤが打ち込まれていたときには、この部分は静止画サーチ用
に指定された部分であって目的とする動画サーチに指定された部分ではないから、画像の
再生動作は行わない。ＳＴ１２においてＮＯのときは、ユーザーが指示する上記以外のサ
ーチ（例えば、記録年月日等によるサーチ）を実行するフローへ移行する。
【０１０２】
以上に説明したフローを実行することによりＩＮＤＥＸ　ＩＤの打ち込まれた静止画を探
し出すことができるが、このようにサーチして表示された静止画がユーザーの希望してい
る画像と一致していなかった場合には、更に次の静止画のサーチを実行できるようにする
ことが必要であり、かかるＮＥＸＴサーチを実現するフローの１例を図３６により説明す
る。
【０１０３】
この図において、ユーザーからＮＥＸＴキーの操作によって更に次の静止画のサーチの命
令が出されると、まずテープの現在位置におけるＰＰ　ＩＤの値が調べられ（ＳＴ５４）
、これが静止画記録部分を表しているときにはテープを低速で前進させてＩＮＤＥＸ　Ｉ
Ｄの打ち込まれている部分を探し出す（ＳＴ５４～ＳＴ５６からなるループの繰り返し実
行）。そして、ＩＮＤＥＸ　ＩＤを検出して次の指定された静止画を探し出したらその再
生動作を開始し、これをＦＣ信号の値が「１」に変化する静止画記録期間の終端まで実行
する（ＳＴ６０，ＳＴ６１）。静止画記録期間の終端に到達したらテープ走行を停止し、
この探し出された次の静止画を表示する（ＳＴ６２）。
【０１０４】
ＳＴ５４～ＳＴ５６からなるループを繰り返しても、この静止画記録部分に次のＩＮＤＥ
Ｘ　ＩＤが打ち込まれた静止画が見つからなかったときは、次の静止画記録部分を探し出
すための高速サーチへ移行する（ＳＴ５７，ＳＴ５８）。次の静止画記録部分を探し出し
たら、この静止画記録部分の最初まで巻き戻して（ＳＴ５９）から、指定された静止画を
見つけるためのＩＮＤＥＸ　ＩＤのサーチループ（ＳＴ５５，ＳＴ５６，ＳＴ５４）を実
行する。
以上は、テープを順方向に高速走行させて静止画サーチを行う場合の例であるが、テープ
を逆方向に高速で巻き戻して静止画サーチを行うためには、例えば、次の図３７のフロー
を実行すればよい。
【０１０５】
この図において、巻き戻しによる静止画サーチが命令されると、まず、テープを高速で巻
き戻しながら静止画記録部分を探す（ＳＴ１６０～ＳＴ１６２）。静止画記録部分を探し
出したらこの静止画記録部分の終端まで早送り（ＳＴ１６３）した後、低速で１フレーム
づつ巻き戻しながらＩＮＤＥＸ　ＩＤが「０」となる指定された静止画部分を探す（ＳＴ
１６４，ＳＴ１６５，ＳＴ１６６からなるループを繰り返し実行）。この指定された静止
画部分を探し出したら更に１フレームづつ巻き戻してＦＣ信号が「１」となるこの静止画
記録部分の開始点まで戻り（ＳＴ１６７，ＳＴ１６８）、次にこの静止画記録部分の終端
まで再生動作を実行（ＳＴ１６９，ＳＴ１７０）した後、テープ走行を停止して静止画表
示を実行する（ＳＴ１７１）。
【０１０６】
所定時間の静止画表示動作を終了したら再びこの静止画記録部分の開始点まで巻き戻し（
ＳＴ１７２，ＳＴ１７３）た後、更に１フレーム巻き戻してこの静止画記録部分の直前の
画像記録部分でテープを停止させておく（ＳＴ１７４）。このように、サーチされた静止
画記録部分の直前の画像記録部分までテープを巻き戻しておく理由は、巻き戻しによるＮ
ＥＸＴサーチを可能とするためである。
次に、この巻き戻しによるＮＥＸＴサーチを行うためのフローの１例を図３８により説明
する。
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【０１０７】
この図において、ユーザーによりＮＥＸＴキーが操作されると、まず、現在のテープ位置
が静止画記録部分であるかどうかが調べられ（ＳＴ７６）、ＹＥＳであればＩＮＤＥＸ　
ＩＤが打ち込まれている静止画が見つかるまでテープが巻き戻される（ＳＴ７７～ＳＴ７
９のループを実行）。この静止画記録部分にＩＮＤＥＸ　ＩＤが見つからなかったときは
、ＳＴ７９の判断結果がＮＯとなって次の静止画記録部分を高速で巻き戻しサーチするた
めのＳＴ８０，ＳＴ８１を実行し（なお、ＳＴ７６の判断結果がＮＯのときには直ちにこ
の高速巻き戻しサーチが実行される）、静止画記録部分が検出されたらその終端まで早送
りした後、ＳＴ７７～ＳＴ７９のＩＮＤＥＸ　ＩＤ検索ループを再開する。ＳＴ７７でＩ
ＮＤＥＸ　ＩＤが検出された後のＳＴ８３～ＳＴ９０の動作は、図３７のＳＴ１６７～Ｓ
Ｔ１７４の動作と同じであり、これによってＮＥＸＴサーチで探し出された静止画が表示
される。
【０１０８】
７．　ディジタルＶＴＲの再生モード自動切換回路
本実施例のディジタルＶＴＲでは、以上に説明したように通常の動画の外に各種の静止画
を記録することができるが、このような動画の記録部分と各種の静止画の記録部分とが混
在するテープを再生する場合には、特に、ヘッドが単写記録部分の画像信号を再生したと
きには、ここでテープ走行を停止すると共に再生信号を一旦画像メモリに蓄え、この画像
メモリから再生信号の反復読出を行って静止画表示を実行するように再生装置の動作状態
を切り換える必要がある。
【０１０９】
そこで、このような再生動作の切換を自動的に行うように構成した再生回路の１例を図３
９により説明する。
この回路図において、再生ヘッドからの再生データは再生アンプ７０、及びチャンネルデ
コーダ７１を経て誤り訂正回路７２へ供給され、ここで誤り訂正を行った後オーディオ、
ビデオ、サブコードの各エリアのデータに分離される。
分離されたオーディオエリアのデータはデータ切分回路７３へ供給されて、更にオーディ
オデータとＡＡＵＸ情報とに分離され、オーディオデータは音声処理回路７５及びＤ／Ａ
変換回路７６を経てオーディオ信号として出力される。
【０１１０】
一方、ビデオエリアのデータはデータ切分回路７４へ供給されてビデオデータとＶＡＵＸ
情報とに分離され、分離されたビデオデータは画像圧縮復号化回路７７、デ・シャフリン
グ及びデ・ブロッキング回路７８を経て画像メモリ７９に記憶される。このメモリから読
み出された信号はＤ／Ａ変換回路８０によってもとのＹ信号、Ｒ－Ｙ信号及びＢ－Ｙ信号
へ変換され、これらの信号をディスプレー装置へ供給して再生画像が表示される。
【０１１１】
また、誤り訂正回路７２からのサブコード情報は、データ切分回路７３、７４からのＡＡ
ＵＸ情報及びＶＡＵＸ情報と共にデータ解読器８４へ供給され、これらの各情報から解読
された各種のデータが制御装置８５へ供給されて、制御装置８５による種々の制御、例え
ば、サブコード情報内のＴＡＧデータに基づくサーチ動作、ＡＡＵＸ情報或いはＶＡＵＸ
情報に含まれる文字情報を画面上に表示する動作、等が実行される。
また、この図における時限制御回路８３は、単写記録部分を再生している時とそれ以外の
記録部分を再生している時とで自動的に再生動作を切り換えるために設けられた制御回路
であり、その具体的動作を図４０を参照して説明する。
【０１１２】
図４０の１）に示される信号は、データ切分回路７４から画像圧縮復号化回路７７へ入力
されるビデオデータを表し、そのＮフレームからＮ＋ｍフレームまでの期間が１個の単写
記録画像期間となっており、これに対応してＶＡＵＸ情報内のＶＡＵＸ　ＳＯＵＲＣＥ　
ＣＯＮＴＲＯＬ　パックのＳＣ信号の値は、この期間のみ「０」となる。
また、図３９の回路７８におけるデ・シャフリング処理に伴う時間遅れを１フレームとす
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れば、画像メモリ７９へ入力されるビデオデータのタイミングは、図４０の３）に示され
るように１）のビデオデータに対して１フレーム遅れたものとなる。
【０１１３】
一方、データ解読器８４において解読された上記のパック内のＳＣ信号の値は時限制御回
路８３へ入力され、この制御回路８３は入力されたＳＣ信号に基づいて図４０の４）に示
される書込禁止信号を書込／読出制御器８１へ出力すると共に、同図の５）に示されるテ
ープ走行停止信号をテープ／ヘッド駆動系８２へ出力する。ここで、書込／読出制御器８
１は、４）の書込禁止信号に基づき３）に示されるＮ＋２フレームからの期間Ｔ１におい
て画像メモリへの再生画像信号の書き込み動作を停止する。これによって、この期間画像
メモリにおいては記憶されたＮ＋１フレームの画像信号の反復読出動作のみが実行され、
ディスプレー装置上に静止画が表示される。
【０１１４】
また、テープ／ヘッド駆動系８２は、５）のテープ走行停止信号に基づき１）に示される
単写記録部分の最後のＮ＋ｍフレームの画像信号が再生された時点から静止画表示期間Ｔ
１が終了するまでの間テープ走行を停止する。そして、静止画表示期間Ｔ１が過ぎると通
常の書込／読出動作及びテープ走行が再開されて、Ｎ＋ｍ＋１フレームからの動画が再生
表示される。
ここで、静止画表示期間Ｔ１の値は数１０秒程度に予め設定しておく。なお、この値はユ
ーザーが調整できるようにしてもよい。また、書込禁止を開始するまでの時間ｔ１は、こ
の例では３フレームに設定してあるがこの値に限定する必要はなく、単写記録部分の中央
付近の１フレームが画像メモリから反復読出されるようにするのが望ましい。時間ｔ２の
値は単写記録部分のフレーム数（一定値）から設定される。
【０１１５】
以上の構成により、単写記録部分では自動的にテープが停止して所定時間静止画の表示が
行われ、その後、再び動画の再生が開始される。なお、静止画表示を行っている最中に直
ちに次の画像部分へ移行したいときには、ユーザーが記録画像再生装置に設けられた画面
更新キーを操作して図４０の６）に示される画面更新要求信号を時限制御回路８３へ入力
することにより、同図の７）及び８）に示されるように書込禁止信号及びテープ走行停止
信号を強制的にリセットし、次の動画再生が開始されるように構成する。
なお、以上に説明したような書込禁止信号及びテープ走行停止信号を発生する時限制御回
路自体は、カウンタ及びデコーダ等を用いて極めて容易に構成できるものであり、その詳
細については省略する。
【０１１６】
以上の説明ではデ・シャフリング処理による時間遅れが１フレームとして説明したが、こ
の時間遅れはどのようなシャフリングを行うかによって異なるものであり、本実施例とは
異なる時間遅れ、例えば、２フレームであっても再生モードの自動切り換えを行いうるこ
とは勿論である。
最後に、以上のような単写記録画像再生モードへの自動切換を、マイコン制御によって実
行する場合の具体的な動作例を図４１のフローチャートを用いて説明する。
【０１１７】
この図において、通常の動画記録部分ではステップＳＴ６３～６５で構成されるループが
繰り返し実行されて動画が再生される。そして、単写記録部分に到るとＳＴ６５における
判断がＹＥＳとなって静止画表示期間を定めるタイマーが計時をスタートする（ＳＴ６６
）。そして、単写記録部分においてはＦＣフラグが「１」に変化する単写記録部分の終端
までテープ走行及び再生動作が実行され（ＳＴ６７～６９からなるループを繰り返し実行
）、単写記録部分の終端に到るとタイマーによる静止画表示期間が終了するまでテープ走
行を停止させると共に画像メモリからの反復読出による静止画表示を実行する（ＳＴ７０
，ＳＴ７１，ＳＴ７４，ＳＴ７２からなるループの実行）。
【０１１８】
静止画表示動作中にユーザーから画面更新要求が出された場合には最初のループに戻って
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動画再生を開始する（ＳＴ７１，ＳＴ６３～ＳＴ６５）。また、ＳＴ７２において静止画
表示期間の終了を判断した場合も動画再生を再開する。再生動作中にユーザーが再生動作
を終了するためのＳＴＯＰキーを操作したときは、テープ走行を停止して再生動作を終了
する（ＳＴ６３、ＳＴ６７、ＳＴ７４、ＳＴ７３）。
【０１１９】
以上、本発明による画像記録装置をディジタルＶＴＲに適用した場合の実施例について詳
述したが、勿論、本発明は、このような実施例に限定されるものではなく、前述のＰＰ　
ＩＤ、ＩＮＤＥＸ　ＩＤ、ＦＣ信号、ＳＣ信号、ＳＴ信号と同等の機能を果たしうるよう
な複数のＩＤ信号を記録することができる画像記録再生装置であれば、例えば、アナログ
のＶＴＲであっても適用可能であり、当業者であれば本発明の趣旨に沿って種々の構成的
改変が可能である。そして、そのような実施例が本発明の範囲から除外されるものではな
いことも明らかである。
【０１２０】
【発明の効果】
記録された付随データ或いは検索用ＩＤ信号に基づいて多種多様な検索動作が可能であり
、特に、動画記録部分及び静止画記録部分の混在するテープにおいて、任意の静止画を指
定することができる。
副次情報が１フレームにおいて反復記録されているので高速検索においても十分検出する
ことができる。
トラックが１フレーム内の前半のトラックであるか否かを示す副次情報内の信号を利用す
ることにより種々の信号処理を容易に行うことができる。
付随データの記録位置を隣接トラック間で異ならせることにより、付随データを検出する
際の確実性が増す。
【図面の簡単な説明】
【図１】１トラック分のサブコードエリアの構成を説明する図である。
【図２】ディジタルＶＴＲの記録系における信号処理の概要を示す図である。
【図３】１トラック分のオーディオデータをフレーム化して誤り訂正符号を付加したフォ
ーマット、及びオーディオデータの１ＳＹＮＣブロックの構成を説明する図である。
【図４】ビデオデータのブロッキング処理を説明する図である。
【図５】１トラック分のビデオデータをフレーム化して誤り訂正符号を付加したフォーマ
ットを説明する図である。
【図６】バッファリングユニットの構成、及びビデオデータの１ＳＹＮＣブロックの構成
を説明する図である。
【図７】オーディオエリア及びビデオエリアにおけるＳＹＮＣブロックのＩＤ０及びＩＤ
１を説明する図である。
【図８】パックの基本構造を説明する図である。
【図９】大アイテムによるパックの類訳を説明する図である。
【図１０】１トラック分のＶＡＵＸデータの構成を説明する図である。
【図１１】１フレーム分のＶＡＵＸデータの構成を説明する図である。
【図１２】ＶＡＵＸ領域のメインエリアのパックの構成を説明する図である。
【図１３】１フレーム分のサブコードエリアに記録されるパックデータを説明する図であ
る。
【図１４】ＴＩＴＬＥ　ＴＩＭＥ　ＣＯＤＥパックの構成を説明する図である。
【図１５】ＮＴＳＣ方式用ディジタルＶＴＲにおける１フレーム内でのサブコードエリア
のパックデータの反復記録を説明する図である。
【図１６】ＰＡＬ方式用ディジタルＶＴＲにおける１フレーム内でのサブコードエリアの
パックデータの反復記録を説明する図である。
【図１７】サブコード信号のＩＤを説明する図である。
【図１８】サブコード部のＲＥＣ　ＤＡＴＥ及びＲＥＣ　ＴＩＭＥの書き換え動作を説明
するフローである。
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【図１９】スロー再生時のヘッド走査軌跡を説明する図である。
【図２０】スロー再生に適した再生回路の１例を示す図である。
【図２１】サブコード信号生成回路の１例を示す図である。
【図２２】サブコード信号生成回路のＳＷ１及びＳＷ２の切換動作を説明する図である。
【図２３】サブコード信号生成回路のＳＷ３の切換動作を説明する図である。
【図２４】サブコードデータ再生回路の１例を示す図である。
【図２５】サブコードデータ再生回路のＳＷ１～ＳＷ３の切換動作を説明する図である。
【図２６】パックデータの多数決判別方法の１例を示す図である。
【図２７】ＰＰ　ＩＤ信号の記録状態を説明する図である。
【図２８】ＰＰ　ＩＤ信号生成回路、ＦＣ信号生成回路、及びＳＣ信号生成回路を説明す
る図である。
【図２９】本発明の実施例における画像検索用ＩＤ信号を記録するタイミングを説明する
図である。
【図３０】同じく画像検索用ＩＤ信号を記録するタイミングを説明する別の例である。
【図３１】動画部分に画像検索用ＩＤ信号を記録するタイミングを説明する図である。
【図３２】ユーザーの指定した部分に画像検索用ＩＤ信号を記録する場合のフローを説明
する図である。
【図３３】指定された画像期間のみにＩＮＤＥＸ　ＩＤを記録するための具体的フローの
１例である。
【図３４】指定された画像期間のみにＩＮＤＥＸ　ＩＤを記録するための具体的フローの
外の例である。
【図３５】指定された画像部分をサーチして再生表示する場合の動作を説明するフローで
ある。
【図３６】ＮＥＸＴ操作により次の静止画をサーチする場合のフローである。
【図３７】逆方向サーチにより静止画を検索する場合のフローである。
【図３８】逆方向サーチにおいてＮＥＸＴ操作により次の静止画を検索する場合のフロー
である。
【図３９】ディジタルＶＴＲの再生系における再生モード自動切換回路を説明する回路図
である。
【図４０】再生モード自動切換動作を説明するタイミングチャートである。
【図４１】マイコンによる再生モード自動切換動作を説明するフローチャートである。
【図４２】従来の動画検索用ＩＮＤＥＸ　ＩＤの記録タイミングを説明する図である。
【図４３】本発明の実施例におけるディジタルＶＴＲの１トラックのフォーマットを説明
する図である。
【図４４】プリＳＹＮＣ及びポストＳＹＮＣの構成を説明する図である。
【符号の説明】
１３，６４…パリティ発生回路、　５１…メインエリアパックデータ記憶装置５２…オプ
ショナルエリアパックデータ記憶装置、
５５…シンクブロック番号カウンタ、　５６，５８…切換制御装置、
５７…トラック番号カウンタ、　６０…絶対トラック番号カウンタ、
６１…ＩＤ信号発生回路、　６５…合成回路、

10

20

30

40

(23) JP 3598524 B2 2004.12.8



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

(28) JP 3598524 B2 2004.12.8



【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ３ 】
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